
 

船舶事故等調査報告書 

平成２５年８月２９日 

運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

事故等番号 ２０１３広第３２号 

事故等種類 衝突 

発生日時 平成２５年２月１１日 ０８時２０分ごろ 

発生場所 福山港 

 広島県福山市所在のＪＦＥスチール福山港新涯
しんがい

導灯（前灯）から真

方位０６３°７３０ｍ付近 

 （概位 北緯３４°２７.７′ 東経１３３°２４.９′） 

事故等調査の経過  平成２５年３月６日、本事故の調査を担当する主管調査官（広島事

務所）を指名した。 

 原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 

Ａ 貨物船 ROJAREK
ロジャレイク

 NAREE
ナ リ ー

（タイ王国籍）、１７,９５１トン 

   ９２８８５５２（ＩＭＯ番号）、PRECIOUS JASMINES LTD. 

Ｂ 作業船 日
にち

福
ふく

丸、２２４トン 

   １３４９３５、ＪＦＥ物流株式会社 

 乗組員等に関する情報 Ａ 船長Ａ（タイ王国籍）、免状不詳 

Ｂ 船長Ｂ、三級海技士（航海） 

 死傷者等 Ａ なし 

Ｂ 軽傷 １人（水先人） 

 損傷 Ａ 左舷中央部に擦過傷 

Ｂ 左舷船尾部のフェンダー受台座、鋼製フェンダー及び外板に曲損

等 

 事故等の経過  Ａ船は、船長Ａほか２２人が乗り組み、着岸作業を終え、福山港Ｊ

ＦＥスチール輸出２号バースに船首を北方に向けて右舷着けで係留

中、平成２５年２月１１日０８時２０分ごろＢ船と衝突した。 

 Ｂ船は、船長Ｂほか４人が乗り組み、Ａ船の着岸支援作業を終えて

Ａ船の左舷中央部に船首着けしたのち、Ａ船から下船した水先人を乗

せ、Ａ船から離れようとして右回頭したところ、Ｂ船の左舷船尾部と

Ａ船の左舷中央部とが衝突した。 

 船長Ｂは、次の作業の開始時間が迫っていた上、左舷後方に南進中

の貨物船を視認したので、Ｂ船とＡ船との距離を確認せず、また、水

先人の安全を確認せずに右回頭した。 

 水先人は、Ｂ船内の階段を上がっていたところ、衝突の衝撃でバラ

ンスを崩し、左頭部を強打して裂傷を負った。 

 気象・海象 

 

気象：天気 晴れ、風向 西、風力 ３、視界 良好 

海象：波高 約０.５ｍ 



 

分析 

 乗組員等の関与 

 船体・機関等の関与 

 気象・海象の関与 

 判明した事項の解析 

 

Ａ なし、Ｂ あり 

Ａ なし、Ｂ なし 

Ａ なし、Ｂ なし 

 Ａ船は、福山港ＪＦＥスチール輸出２号バースにおいて、着岸作業

を終えて係留中、Ｂ船は、Ａ船に接舷し、Ａ船から下船した水先人を

乗せてＡ船から離れようとした際、船長Ｂが、次の作業の開始時間が

迫っていた上、左舷後方に南進中の貨物船を視認したので、Ａ船との

距離を確認せずに右回頭したことから、Ａ船とＢ船とが衝突したもの

と考えられる。 

 船長Ｂが、水先人の安全を確認して右回頭していれば、水先人の負

傷を防止できた可能性があると考えられる。 

原因  本事故は、福山港ＪＦＥスチール輸出２号バースにおいて、Ａ船が

着岸作業を終えて係留中、Ｂ船が、Ａ船に接舷し、Ａ船から下船した

水先人を乗せてＡ船から離れようとした際、船長ＢがＡ船との距離を

確認せずに右回頭したため、両船が衝突したことにより発生したもの

と考えられる。 

参考 今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

・船首着けから回頭してその場を離れる場合には、前方の距離を確

保した上で回頭を開始すること。 

・便乗者を乗せて航行を開始する場合には、便乗者の安全を確認す

ること。 

 


